画期的な肝硬変治療法の可能性 by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター
科 学 技 術 動 向　2008年 9月号
4











1)　Sato Y. et al. Resolution of liver cirrhosis using vitamin A-coupled liposomes to deliver siRNA against a collagen-specific 
chaperone. Nature Biotechnology. April 26(4): 431-42. Epub March 30, 2008
















維化に有効な治療法を開発し、2008 年 3 月 30 日


























1kg あたり 0.75mg を週 3 回、計 12 回投与したラ
ットは全て生存した。生存期間の延長と共に、組織
学的な線維化の改善と肝機能の回復が確認され、投
与による副作用も認められなかった。
　以上の研究成果は、ヒトにおける肝硬変の効果
的かつ安全な治療法を開発するために役立つと、
海外からの注目も集まっている。また、肝臓に限
らず他臓器の線維症に対する治療法への応用も考
えられ、今後の研究発展が待たれる。
